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「カラフルなクラゲ」

　令和３年度の“みやかん”の表紙には、「2019仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

片平　花さん
（仙台市立上杉山通小学校２年生）
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くらしの快適を創造する

宮城県管工業協同組合
〔官公需適格組合〕

理事長　井　上　　　環
URL  https://www.miyakan.or.jp

昭和22年４月18日設立　　組合員102社・準組合員５社
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令和４年１月

宮城県管工業協同組合

謹んで新春のご挨拶を申し上げます

理 事 長 井　上　　　環
副 理 事 長 菅　原　雅　美

同 小　林　照　和
専 務 理 事 吉　田　秀　之
理 　 　 事 赤　間　勇一郎

同 松　岡　清　一
同 小　野　修　司
同 小　川　憲　昭
同 渡　辺　毅　浩
同 郷　古　孝　雄
同 相　澤　良　朋
同 大　浦　　　明
同 服　部　達　彦

監 　 　 事 武　田　正　晃
同 大　泉　雄　介
同 鈴　木　恵　一
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　明けましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、健やかに新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。

　昨年を振り返りますと、一昨年同様、新型コロナウイルスの感染拡大により、当初計画していた組

合行事の殆どが中止もしくは延期となり、非常に苦しい思いを致しました。しかしながら、年末にか

けて新型コロナの勢いがだいぶ下火になり、徐々にではありますが、街が活気づいて参りました。ま

た今年は２月に冬季オリンピック、５月に世界水泳、11月にワールドカップとスポーツ界では大きな

イベントが盛り沢山です。新たな変異株の出現など懸念材料はありますが、選手たちの活躍に期待を

しながら、この活気が国内全体に広がることを切に願っております。

　今年は、令和に入り４年目の年となります。３年間のウォーミングアップを終えましたので、宮管

としても、しっかりと事業を運営して参りたいと考えております。

　我が建設業界では働き方改革、建設キャリアアップシステム、ＢＩＭ、ＣＩＭ、ＩＣＴなど、取り

組まなければならないたくさんの諸課題がございます。これらに関して、残念ながら私どもの業界で

は浸透するまでに至っていないのが現状です。国土交通省が推奨しているにもかかわらず、なかなか

導入できていないというジレンマはありますが、今後は組合員の皆様とともに理解を深め、運用でき

るよう努力して参りたいと考えております。

　また、宮管の主力である資材の共同購買・販売事業をはじめとした各種事業に力を注いでいくのは

大前提でありますが、並行して、宮管のブランド力を更に向上させるための新たな事業を検討して参

りたいと考えております。若い方々にこの業界に興味を持って頂くためのイベントの実施等、私たち

宮管の姿を県民・市民の皆様へ発信していくことを、これからの事業の中核に据えたいという思いも

ありますので、是非、組合員皆様のお力をお借りしながら事業を展開して参りたいと存じます。

　現在、コンピューターが世の中を席巻していますが、どんなに機械が発達しようとも仕事の中心は

人間です。「情」「縁」がなければ成り立ちません。この二つを大切にしながら今年も組合員の皆様と

一緒に１年間走り続けたいと考えておりますので、ご理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます。

　結びに、組合員企業の益々のご繁栄と皆様方のご健康、ご多幸をご祈念申し上げ、新年の挨拶とさ

せて頂きます。

新年のご挨拶

宮城県管工業協同組合
理事長　井　上　　　環
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　明けましておめでとうございます。新しい年を迎えるに当たり、県民の皆様の御健勝と御多幸を心

からお祈り申し上げます。

　昨秋に行われた知事選挙において、私は県民の皆様の御支持をいただき、引き続き県政運営を担わ

せていただくことになりました。５期目の責任の重さを痛感しているところでありますが、県民の皆

様の負託に応えるため、県政の様々な課題に全力を尽くして取り組んでまいります。

　昨年は、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が開催され、県内では、宮城スタジアム

においてサッカー競技が行われました。また、宮城県ゆかりの選手の活躍も光り、県民に大きな感動

と希望を与えてくれました。さらに、全国豊かな海づくり大会が本県で初めて開催され、天皇皇后両

陛下にオンラインで御臨席賜りました。これらの大きな大会を通じて、東日本大震災から10年を経て

復興した宮城の姿を広く発信することができました。

　一昨年から猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症については、感染拡大防止に向けた外出

自粛や休業要請等に伴う消費の低迷、観光客の減少などにより、地域経済をはじめとした幅広い分野

が影響を受けましたが、感染拡大防止の切り札とも言えるワクチンについては、接種を希望する多く

の県民の皆様に２回の接種を終えていただくことができました。

　今年は、新たな県政運営の指針である「新・宮城の将来ビジョン」の２年目に入ります。昨年に引

き続き、市町村やＮＰＯ、企業など多様な主体と連携・協働しながら、新型コロナウイルス感染症対

策と復興完了に向けた施策に力を入れるとともに、「新・宮城の将来ビジョン」に基づく取組を着実

に推進してまいります。特に、あらゆる分野でデジタル技術を最大限に活用しながら、県民サービス

の向上や県内産業の活性化等を図るとともに、若者の県内定着や子ども・子育てを社会全体で支える

環境整備、外国人材の受入促進に重点的に取り組んでまいります。

　また、令和４年は県制150周年の節目の年でもあります。宮城県は誕生から150年という歴史の中で、

数々の災害や困難を乗り越えながら歩みを進めてまいりました。私たちにはこれをさらに発展させ、

引き継いでいく使命があるものと考えています。県民の皆様一人一人が、地域の歴史や魅力を探求し

ながら郷土への愛着を深め、明るい未来を展望することができるよう、多様な主体による魅力ある地

域づくりを進めるとともに、安全で恵み豊かな県土の中で、幸福を実感し、いつまでも安心して暮ら

せる宮城を目指して取り組んでまいりますので、今後とも御理解と御協力をお願い申し上げます。

宮城県知事
村　井　嘉　浩

県制１５０周年を迎え
　郷土への愛着をはぐくみ
　　活力あふれる明るいみやぎへ　
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　明けましておめでとうございます。宮城県管工業協同組合ならびに組合員の皆様方におかれまして
は、日頃より市民の健康と生命を守る重要なライフラインである上下水道の安定運営に様々なご支援
をいただいておりますことに、心より感謝申し上げます。
　令和４年を迎えるにあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、本市においても２度にわたり、
宮城県・仙台市独自の緊急事態宣言を発令するなど非常に厳しい時期が続きました。11月にはワクチ
ンの接種が進み、感染状況も落ち着いてきましたが、世界的には新しい変異株が見つかるなど未だ予
断を許さない状況が続いており、今後も感染の再拡大に注意して生活していく必要があります。皆様
におかれましては、ワクチン接種の有無に関わらず、日常生活における基本的な感染防止策を徹底し
ていただくとともに、会食・食事を伴う行事では会話の際にマスクを着用し、また、飲食店の求める
感染防止策に積極的にご協力いただくなど、引き続き感染防止対策の徹底をお願いいたします。
　本市市政といたしましては、昨年に新しい仙台市基本計画を策定することができました。この計画
では、本市のまちづくりの理念を「挑戦を続ける、新たな杜の都へ　～“Ｔｈｅ　Ｇｒｅｅｎｅｓｔ　
Ｃｉｔｙ”ＳＥＮＤＡＩ～」としました。杜の都のイメージカラーともいえる「緑・Ｇｒｅｅｎ」と
いう言葉に、自然（Ｎａｔｕｒｅ）、心地よさ（Ｃｏｍｆｏｒｔ）、成長（Ｇｒｏｗｔｈ）、進め！（Ｇ
ｒｅｅｎ　ｌｉｇｈｔ：青信号）という意味を込め、そして、そのＧｒｅｅｎを最上級のＧｒｅｅｎ
ｅｓｔに高めていくことで、世界に誇れる仙台に近づいていくことができると思っています。社会が
目まぐるしく変化し、先の予測が難しい今の時代においては、あらゆる課題に正解が用意されるわけ
ではありません。むしろ理想像に向かって失敗を恐れずにチャレンジを積み重ねていく、そのような
姿勢が重要だと私は考えます。チャレンジを続ける中では、うまくいかなかったり困ったりすること
もあるかもしれませんが、そのような背中をともに支え、杜の恵みとともに心豊かに暮らすことがで
きるまち、「Ｔｈｅ　Ｇｒｅｅｎｅｓｔ　Ｃｉｔｙ」を実現したいと考えております。
　さて、令和４年は、コロナ禍で迎える２回目の新春となりました。不安な状況が長引く中ではござ
いますが、感染症への対応も含めた市民の皆様の安全・安心の確保に努めてまいりますとともに、東
日本大震災からの復興などを経て培ってまいりました強みなどを活かしながら、まちの活力とにぎわ
いを取り戻し、人々に彩り豊かな笑顔が咲き誇るまちとなるよう、さまざまな取組みを着実に進めて
まいります。
　結びに、この１年が皆様にとって実り多き年になりますことを心よりご祈念申し上げまして、新年
のご挨拶といたします。

新年のご挨拶

仙台市長
郡　　　和　子
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　明けましておめでとうございます。宮城県管工業協同組合ならびに組合員の皆様方におかれまして
は、日頃より水道という重要なライフラインを守り、本市の市民生活や地域産業を支えるためにご尽
力いただいておりますことに、心より感謝申し上げます。
　令和４年の年頭にあたり、謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、本市においても市民生活や経済活動に深刻
な影響が生じるなど、大変苦しい時期が続きました。貴組合の皆様におかれましては、感染症への不
安が拭えない中、感染防止策を講じながら工事等の施工に励んでいただいたことに感謝申し上げます。
引き続き、感染の再拡大を防ぐため、手洗い・うがいをはじめとした基本的な感染防止対策等を、そ
れぞれの現場にて徹底していただくようご協力をお願いいたします。
　また、昨年は水管橋の崩落や、地震によって各地で多数漏水が発生するなど、災害への対応力がこ
れまで以上に重要となっていることを実感した年となりました。特に、２月13日に発生した福島県沖
を震源とする地震では、宮城県内でも複数の市町で断水が発生するなどの被害がありました。宮城県
管工業協同組合の皆様には、約900戸が断水となった山元町への給水活動にご協力いただき、断水の
被害に見舞われた方へ支援することができました。誠に感謝申し上げます。
　仙台市水道局修繕受付センター業務につきましては、昨年４月から体制を新たに務めていただいて
おりますが、24時間365日体制でお客さまの安全・安心な水道水の供給にご尽力いただいております。
特に、昨年１月には寒波が襲来し、水道管の凍結・破裂が多発する中でご対応いただくなど、対応に
邁進していただいたものと存じます。
　さて、仙台市水道局では令和２年度に仙台市水道事業基本計画を策定し、令和４年は策定から２年
目の年となります。近年の水道事業を取り巻く経営環境は、人口減少による水需要の減少とそれに伴
う水道料金収入の減少、老朽化した水道施設の更新需要増大、水道事業を担う人材不足など、厳しさ
を増しており、そのような中で持続可能な事業運営を進めていくためには、老朽化した管路の更新ペー
スをさらに加速させていくとともに、災害対応力向上への取組みについてもさらに強化していく必要
があります。これらの施策を着実に進めていくためには、貴組合との連携・協働がますます重要となっ
ていくものと考えております。
　仙台市水道局は令和５年３月に給水開始100周年を迎えますが、100年先の未来にも仙台の水道を引
き継ぎ、杜の都仙台の市民生活や産業活動を支え続けていくためにも、貴組合のより一層のご協力を
賜りたくお願い申し上げます。
　結びに、令和４年が、皆様にとって幸多き一年でありますよう、また、貴組合のますますのご発展
と組合員の皆様方のさらなるご活躍を心よりご祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶

仙台市水道事業管理者
芳　賀　洋　一
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　宮城県管工業協同組合の皆様、明けましておめでとうございます。

　昨年は、秋のはじめまで新型コロナウイルスの感染再拡大による緊急事態宣言やまん延防止等重点

措置の適用とそれに伴う行動制限等により社会経済活動が停滞する日々が続きました。地域経済の根

幹を支える中小企業・小規模事業者は、この危機に必死に対応してきたものの、廃業・倒産が相次ぎ

雇用が失われるなど非常に厳しい現状が続いています。

　ワクチン接種の進展で10月以降に小康状態が訪れ、ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた経済

活動が活発化しましたが、11月下旬には新たな変異株（オミクロン株）の発生で、世界情勢や国内経

済は再び先行き不透明な状況が続くこととなりました。

　皆様におかれましては、引き続き感染防止と社会経済の両立の狭間で、以前とは異なる正月を迎え

られた方が多数おられると存じます。また、こうした状況下においても宮城県管工業協同組合の皆様

には多大なご支援ご協力賜りましたことに厚く御礼申し上げます。

　さて、コロナ前の時代に戻ることが難しいとされる今日において、私たち中小企業・小規模事業者は、

各社１社１社が創意工夫と機動力を発揮し、新たな価値を生み出すことにより継続的に発展し、加え

て、組合の原点である相互扶助の精神に立ち返り相乗効果を発揮することで地域や日本経済回復の原

動力になれると信じています。

　昨年、宮城県中央会は「新型コロナウイルス感染症」対策支援として、一時支援金＆月次支援金の

事前確認や事業再構築補助金の申請支援、ものづくり補助金（非接触枠）の拡大等を継続するととも

に、「３ヶ年計画」に基づく会員組合・傘下企業の持続的発展に向けた支援として、デジタル化支援

や活性化支援等の伴走型支援に力を入れてきました。また、福島県沖地震に対応したグループ補助金

の申請支援や移動中央会等で頂いた貴重な情報・要望を東北経済産業局や宮城県、宮城県議会等にお

伝えしました。今後も尚一層、皆様のお力になれるよう役職員一同全力で取り組んで参りたいと存じ

ます。

　本年も、中央会３ヵ年計画の「新しい連携の姿の追求」を基本理念に支援体制を強化し、会員の皆

様が求める多様性・質の高さを実現するとともに、地域中小企業の創造性を最大限に活かした連携組

織支援を目指して参ります。一方、中小企業・小規模事業者にとって避けて通れない「脱炭素・温暖

化対策」、「人材確保・リスキリング」、「デジタル・ＤＸの推進」、「働き方改革への対応」等について

議論を深め、広く情報発信して参りたいと存じます。

　また、多発する自然災害や新たな変異株への対応等、刻一刻と変化する経済環境を捉え、宮城県中

央会は引き続き、皆様と力を合わせて「頼られる中央会」を目指して積極果敢にチャレンジして参り

ます。

　最後に、令和４年が活気に満ちた素晴らしい１年となり、宮城県管工業協同組合の皆様の飛躍発展

の年となるようご祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶

宮城県中小企業団体中央会
会長　佐　藤　勘三郎
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　新年明けましておめでとうございます。

　宮城県管工業協同組合の皆様方には、お健やかに新春をお迎えになられたことと謹んでお慶び申し

上げます。

　また、常日頃より当連合会の事業運営に深いご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　昨年は、東日本大震災から10年の年、震災復興のリーディングプロジェクトとして進められた三陸

沿岸道路も昨年３月には宮城県内総延長126㎞が開通、岩手県内の最後の未開通区間も昨年末に完成

し待望の全線開通の運びとなるなど、官民の総力を結集し復興完遂に向けた取り組みが進む中で、全

世界からの支援に対し復興の姿を発信する機会となる「復興五輪」が開催されたところであります。

　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の厳しい感染状況により、様々な制約の中での開催とな

り、また、震災10年の各種イベントも中止や縮小を余儀なくされる一方で、生活基盤や維持管理を含

めた社会インフラの整備については、地域建設産業が感染防止の必要な対策を講じたうえで、工事施

工を進め、停滞する経済や雇用への貢献も非常に大きく、地域の基幹産業であるとともに地域の守り

手としての役割を果たすなど、その重要性・必要性を再認識した年ともなりました。

　特に、和歌山市で大規模な断水を引き起こした水管橋の崩落については、市民生活にも大きな影響

を与え、更新時期を迎えている施設の計画的な老朽化対策が必要不可欠であることを実感しており、

事業期間・規模を大きく拡充した「防災・減災、国土強靱化加速化対策」の継続的・計画的な推進を

期待するところであります。

　建設産業界においても、将来の担い手確保が大きな課題であるとともに、働き方改革も上限規制の

一般則が令和２年度からの完全実施が求められるなど、コロナ禍にともなって、取り巻く環境も、経済・

社会システムに大きな変化をもたらし、建設現場でのリモート化・遠隔臨場・非接触対応等、建設分

野におけるデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推進がその原動力として期待され、週休

２日や賃金アップ、建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）を始めとした処遇改善施策等、建設産

業界挙げての対応が急速に進められる中で、地域建設業にも大きな変革が必要とされております。

　当建産連と致しましても、やりがいや誇りと魅力ある産業づくりに向けたＤＸの推進等によって生

産性向上を図り、週休２日や働き方改革を進め、ＣＣＵＳの普及推進等により処遇改善・環境改善に

対し、他産業にも負けない将来の担い手確保・育成に向け取り組んで参る所存であります。

　今後も人々の生活が続く限り存続し重要な役割を果たすのが建設産業であり、「命の水」を安定的

に供給する重要な生活基盤を支える貴組合員の責務は非常に重要であることから、しっかりと将来の

担い手を確保し、生涯を託せる魅力ある産業づくりに貴組合とも連携し一体となって進めて参りたい

と存じます。

　最後になりますが、貴組合並びに組合員皆様がさらに飛躍発展されますことを心から念願し新春の

あいさつといたします。

新年のごあいさつ

宮城県建設産業団体連合会
会長　千　葉　嘉　春
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　12月２日（木）、当組合３階研修室において、上下水道
に関する４者間意見交換会を開催し、水道局、建設局、
水道サービス公社、当組合から合計17名が出席した。
　午後２時、当組合の郷古上下水道委員長の挨拶の後、
関係３機関を代表して水道局の植木義則給水装置課長か
ら挨拶を頂き、出席者の紹介を行って意見交換に入った。
　事前に組合員から寄せて頂いた質問や要望を元に、水
道局関連ではマイクロフィルムの取得方法、局共用管か
らの分岐戸数、分水工事の検査、窓口での申請手続き等
について、建設局関連では排水設備の取付管、公共マス

意見交換会の様子

組合員の皆様には「４者間意見交換会
記録」を12月に送付していますので、
ご確認願います。 

や低地対策用ポンプアップ槽容量の設計指針等について、水道サービス公社関連では窓口での対応、
工事用水の検査等について、共通の議題としてはオンライン化の推進と脱ハンコへの取り組みについ
て、それぞれ意見・要望を行い、一定の見解を頂いた。

［意見交換会出席者（順不同）］
　仙台市水道局給水部
　　植木　義則　給水装置課長
　　安部　　健　給水装置課主幹（兼）給水装置係長

　仙台市建設局下水道経営部
　　小山　裕行　業務課長
　　小甲　孝史　業務課主幹（兼）排水設備係長

　（公財）仙台市水道サービス公社
　　髙橋　　修　専務理事（兼）事務局長
　　中山理恵子　設備審査課長
　　鈴木　正弘　総務課主幹（兼）総務係長
　　永倉　　洋　設備審査課主幹（兼）審査係長

　宮城県管工業協同組合
　　郷古　孝雄　上下水道委員長　（㈲藤英工業）
　　服部　達彦　 同 副委員長（服部産業㈱）　　　　　　　
　　鈴木　史郎　 同 委員　　（㈱新東設備工業）
　　佐藤　　健　 同 委員　　（佐静建設㈱）
　　神田　和隆　 同 委員　　（㈲明和設備工業）
　　吉田　秀之　専務理事
　　堀　　政信　参事
　　白戸　克治　工事部次長
　　千葉　史規　総務部次長

上下水道に関する４者間（仙台市水道局・同建設局・（公財）仙台
市水道サービス公社・宮管上下水道委員会）意見交換会を開催
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新型コロナに留意して大会を実施しました

井上理事長

　11月12日（金）、仙台市宮城野区のコロナキャットボウル仙台店におい
て２年ぶりとなる宮管親善ボウリング大会を開催したところ、組合員従
業員等総勢92名が参加した。この大会は、福利厚生事業の一環として総
務・厚生委員会が担当している。
　大会開始時刻の午後６時30分、千葉総務部次長の司会で開会し、はじ
めに井上理事長から挨拶があり、続いて、ボウリング場の担当者からルー
ル説明が行われ、５分間の練習ボールの後、一斉にスタートした。
　手指消毒とマスク着用を徹底し、感染予防に留意しながらの大会と
なったが、各レーンでは、ストライクやスペアが出ると笑顔がこぼれ拍

手が起こる等、盛り上がっていた。
　今回は、現下の新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から表彰式を行わずに流れ解散とし、入
賞者へは、後日、事務局から賞品を所属各社へお届けした。
　なお、男女別の個人戦は、熱研プラント工業㈱の万城目兼司さんと㈱宮城日化サービスの川村京子
さんがそれぞれ初優勝を果たした。結果は次頁のとおり。

令和３年度宮管親善ボウリング大会を開催



− 10 −

［個人戦：男性の部］
順　位 氏　　名 会　　社　　名 １Ｇ ２Ｇ TOTAL HDCP HD込
優　勝 万城目兼司 熱研プラント工業㈱ 112 189 301 301
準優勝 佐藤　裕樹 ㈱丹野設備工業所 152 146 298 298
第３位 福山　睦男 ウエノ設備㈱ 117 160 277 20 297
第４位 橘　　昌史 中央管工業㈱ 153 143 296 296
第５位 稲垣　千浩 ㈱丹野設備工業所 156 137 293 293

［個人戦：女性の部］
順　位 氏　　名 会　　社　　名 １Ｇ ２Ｇ TOTAL HDCP HD込
優　勝 川村　京子 ㈱宮城日化サービス 108 133 241 50 291
準優勝 髙橋　静穂 ㈱ヨネヤマ設備 113   99 212 50 262
第３位 伊藤美智代 ㈱宮城日化サービス 112   99 211 50 261
第４位 福原　陽子 ㈱松清産業 102 103 205 50 255
第５位 矢島　知恵 ㈱松清産業 104   91 195 50 245

男性の部優勝の万城目さん 女性の部優勝の川村さん
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　12月15日（水）、宮城県白石工業高等学校にお
いて、「みやぎ建設産業架け橋サロン」が宮城
県の主催で開催された。建設産業では現在、従
事者の高齢化や若手技術者・技能者の減少等に
より担い手不足が深刻化している。そこで、地
元建設企業の若手技術者・技能者が、建設産業
の将来の担い手として期待される県内工業高校
の生徒と交流し、建設産業の魅力ややりがい、
労働環境等を直接伝えることで建設産業に対す
る関心・理解を醸成し、今後の就労促進を図る
ことを目的として、昨年に引き続いて同校の１
年生を対象にこの架け橋サロンが実施された。
当組合は県からの要請を受けて、組合員企業２社から若手の技術者・技能者を派遣した。
　当日は、午前10時に県土木部事業管理課建設業振興・指導班の千葉和哉主幹の司会で開会し、同校
設備工業科の松本大樹科長から挨拶があった後、（一社）宮城県建設業協会を代表して㈱松浦組の松浦
洋平代表取締役から、建設業を取り巻く状況、建設産業の魅力や将来性等について説明されるととも
に、次代の建設産業を担って頂くことを期待する旨の話があった。
　続いて、生徒が４つのグループに分かれ、グループのコーディネーター役を当組合から派遣した井
上樹氏（井上設備工業㈱）と石川昂由氏（㈱いづみ衛生施設工業）の他、（一社）宮城県建設業協会か
ら派遣された佐久間順也氏（㈱松浦組）、（一社）宮城県空調衛生工事業協会から派遣された荒虎太郎
氏（㈱ホシナ）が務めた。15分間ずつのフリートーク形式で進められ、コーディネーターの４名は各
グループを移動しながら生徒全員と交流を図った。仕事の内容、給料や休暇等の様々な質問に答えな
がら意見を交換する中で、現場にはいろいろな人がいるのでコミュニケーション能力が必要であるこ
と、失敗から学ぶことが多いこと、仕事とプライベートを両立させることも大事であること、チーム
で１つの建物を創り上げる魅力とその建物が完成した時の達成感が大きいこと等、自身の体験を踏ま
え、時折笑いを交えながら各々の考えや思いを伝えた。
　最後に生徒から「設備工事の実態を知らなかったので、非常に勉強になった」「想像していたより
楽しそうな仕事だと感じた」「今日の話を聞いて、早く働いてみたいと思った」等の感想が述べられ
て終了した。

白石工業高等学校設備工業科の松本科長からの挨拶

井上設備工業㈱の井上氏（２列目左から二人目） ㈱いづみ衛生施設工業の石川氏（左端）

「みやぎ建設産業架け橋サロン」開催
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瑞寶単光章を受章
～渡辺建設工業㈱　中村　稔氏～

　11月３日（水）、令和３年秋の叙勲受章者が発令され、組合員渡辺建設工業
㈱の中村稔氏が、永年にわたり管工事業務に精

せい

励
れい

恪
かっ

勤
きん

した功績と高い技術・
技能が認められて、栄えある瑞寶単光章を受章した。
　中村氏は、昭和60年から長く管工事業に従事し、以来、管工事に関する知
識・技能の習得に研鑽を積むことで矜持を以て職務を遂行してきた。ＣＡＤ
等の精緻な作業も生来の辛抱強さで克服し、時代の変革に柔軟に対応するな
ど高い順応性もあり、その姿勢は社内外の信頼を一身に集め、会社を牽引す
る役を担っている。また、東日本大震災では、自宅が転居を余儀なくされる
ほど被災する中、自身の苦境を顧みず、献身的に水道ライフラインの復旧作

渡辺建設工業㈱
中村氏

業に従事した。卓越した技術・技能に加え、協調性と思いやりを兼ね備えた人柄、後進育成の指導力
が高く評価され、今回の受章となった。
　誠におめでとうございます。
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　11月30日（火）、仙台市青葉区の宮城県庁行政庁舎２階講堂において、宮城県、
宮城県職業能力開発協会、宮城県技能士会連合会共催による令和３年度宮城県
職業能力開発関係表彰式が行われ、席上、福田幸穂氏（㈱加納工業所　代表取
締役社長）が、永年にわたり技能検定委員として尽力した功績により宮城県知
事から感謝状が授与された。
　表彰式では、宮城県知事（代理：遠藤信哉副知事）からの式辞と、宮城県議
会経済商工観光委員会の渡辺勝幸委員長から祝辞があった後、それぞれの受賞
者に賞状と記念品が手渡された。
　誠におめでとうございます。

㈱加納工業所
福田社長

令和３年度宮城県職業能力開発関係表彰式開催
～宮城県知事表彰　㈱加納工業所　福田幸穂氏～
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「みやぎの建設技能グランプリ」大賞を受賞
～ウエノ設備㈱　山木常吉　氏～

　11月26日（金）、仙台市青葉区の宮城県建設産業会館において、令和３年度宮
城県建設雇用改善推進大会が開催され、席上、組合員ウエノ設備㈱の山木常吉
氏が「みやぎの建設技能グランプリ」大賞を受賞した。
　この表彰は、優れた現場技能者を対象として、「ものづくり」に携わる者の
誇りと意欲を喚起し、その能力と資質の向上を図り、もって建設業の健全な発
展に寄与することを目的に（一社）宮城県建設業協会が行っているものである。
　山木氏は、長く管工事業に携わり、これまで培ってきた経験と知識を活かし
て現場の第一線で配管作業に従事し、後進のみならず他の技能者の模範となっ
ている。また、後進技能者の育成に力を注いでおり、卓抜した指導力を以て若

ウエノ設備㈱
山木氏

手技能者に実際の作業を任せ、経験を積ませることで技術・技能を習得させていること等が高く評価
され、今回の受賞となった。
　誠におめでとうございます。
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お知らせ①
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お知らせ②
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青年部コーナー

「令和３年度親善ゴルフコンペ」を開催して

親善ゴルフコンペ実行委員長　後藤　和弘（㈲勇扇工業）

　11月16日（火）に泉パークタウンゴルフ倶楽部にて、２年ぶりに令和３年度青年部親善ゴルフコンペ
が行われました。
　天候は晴れ、最低気温8.5℃、最高気温16℃、風はほとんど無い絶好のゴルフ日和でした。当日は
青年部11名、ＯＢ10名の参加をいただきました。
　開会式では当会の大泉会長と宮管組合の井上理事長から挨拶をいただいた後、競技説明を行い、記
念撮影をして順次スタートし、ティーショットでは皆様ナイスショットをしておりました。
　私はさっそく、いつも通りの右へのＯＢでしたが（笑）。
　また、昼食の席ではスコアやＯＢの数、アトラクション、仕事等について、皆様楽しそうに話され
ておりました。
　優勝は㈱安達工業の安達一昭氏、準優勝は住設工業㈱の岩渕裕次氏、第３位には㈱仙塩管工事セン
ターの大浦明氏。ベスグロ賞は第４位の㈱大盛設備工業の佐藤秀一氏という結果になりました。皆様
おめでとうございました。
　私自身、昨年青年部に入会させていただいたのですが、コロナ禍の為、初めてイベントに参加させ
ていただくことになりました。また今回、初めて実行委員長を務めさせていただき不安でしたが、皆
様のご協力のお陰で、様々な経験をさせていただき感謝しております。不慣れな為、至らない点が多々

順　位 氏　名 会　社　名 ＯＵＴ ＩＮ GROSS HDCP NET
優　勝 　安達　一昭 ㈱安達工業 49 45   94 20.4 73.6
準優勝 　岩渕　裕次 住設工業㈱ 49 46   95 20.4 74.6
第３位 　大浦　　明 ㈱仙塩管工事センター 50 44   94 19.2 74.8
第４位 ※佐藤　秀一 ㈱大盛設備工業 45 43   88 12.0 76.0
第５位 　郷古　孝雄 ㈲藤英工業 54 50 104 27.6 76.4
※ベストグロス

ありましたが、実行委員の皆
様には多大なご協力をいただ
き、無事に終了することがで
きました。誠に有り難うござ
いました。
　来年はさらに多くの皆様に
参加頂きますよう、宜しくお
願い申し上げます。
　最後に、ご多忙の中、参加
していただいた皆様に改めて
御礼申し上げます。

集合写真（撮影時のみマスクを外しています）
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　平成７（1995）年、世界の３大音楽コンクールの１つである 「チャイコフスキー国際コンクール」
のジュニア部門とされる「第２回若い音楽家のためのチャイコフスキー国際コンクール」が、仙台市
で開催されました。この経験をもとに、若い音楽家の育成と世界の音楽文化の振興・国際的文化交流
の推進を目的として、仙台市の開府400年を記念し平成13（2001）年に「仙台国際音楽コンクール」
が初開催されました。以後３年毎に開催され、国際という名のとおり、世界各国から（動画による予
備審査に通った）ヴァイオリンやピアノの演奏者が仙台に集まり、予選、セミファイナル、ファイナ
ルに挑みます。
　コンクールは、コンチェルト（協奏曲：独奏楽器と管弦楽器の合奏曲）を課題曲の中心に据えると
いう点が大きな特徴となっており、開催期間中は、日立システムズホール仙台（旧名称：仙台市青年
文化センター）が会場となります。
　また、約250名の市民ボランティアによる運営サポートも特徴の一つです。ボランティアは、会場
運営サポート・広報宣伝サポート・出場者サポート・ホームステイ受入れの４部門において約１年前
から募集され、研修やミーティングを重ねます。その温かいおもてなしは、出場者だけでなく審査委
員からも好評だそうです。
　直近では、令和元（2019）年に第７回のコンクールが開催されました。そして、本年は開催年となっ
ており、第８回となるコンクールが下記の日程で行われる予定です。
　さらに、コンクールのみならず関連事業として、仙台にゆかりのある若い音楽家を広く紹介するこ
とを目的とした様々なコンサートが企画され、市民は身近な場所でクラシック音楽を楽しむことがで
きます。近いところでは、今年の１月～３月に「はばたけコンチェルト」と題したコンサートが開催
されます。
　なお、コンクールのチケット販売は春頃になるようです。これから世界に羽ばたく若い音楽家の演
奏を楽しんでみてはいかがでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
◇ヴァイオリン部門
　予選　　　　　　　　　　　令和４年５月21日～ 23日（出場予定人数：36名）
　セミファイナル　　　　　　令和４年５月27日～ 29日（出場人数：12名）
　ファイナル　　　　　　　　令和４年６月４日（出場人数：６名）
　入賞者記念ガラコンサート　令和４年６月５日

◇ピアノ部門
　予選　　　　　　　　　　　令和４年６月11日～ 13日（出場予定人数：36名）
　セミファイナル　　　　　　令和４年６月17日～ 19日（出場人数：12名）
　ファイナル　　　　　　　　令和４年６月23日～ 25日（出場人数：６名）
　入賞者記念ガラコンサート　令和４年６月26日

仙台と言えば…　仙台国際音楽コンクール

「仙台と言えば…」は、今回が最終回となります。
ご愛読ありがとうございました。

Mr. みやかん
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Mr. みやかんの「これ知ってる？」

ひな祭り
　３月３日のひな祭りは、女の子の健やかな成長を願う伝統行事で、古くは「上巳の節句」「弥生の節句」
などの呼び名があり、五節句（「人日」「上巳」「端午」「七夕」「重陽」）の一つです。一般的に、女の
子のいる家庭では、ひな人形を飾り、桃の花・菱餅・雛あられを供えて祀り、白酒や寿司などの飲食
を楽しみながらひな祭りが祝われます。今回は、元々男女の区別無く行われていたという、ひな祭り
についてご紹介します。

〔起源〕
　中国の漢の時代、徐

じょう

肇
ちょう

という男が、３人の女児をもうけたにも関わらず、３人とも３日以内に死ん
でしまい、その嘆き悲しむ様子を見た同じ村の人たちが酒で３人の女児の亡骸を清めて水葬した、と
いうことに由来しているという説があります。
　また、日本では平安時代に、「上巳の節句」といって３月３日に陰陽師を呼び、季節の食物を供え、
お祓いをさせ、自分の身に降りかかる災難を自分の生年月日を書いた紙の人

ひと

形
がた

に移して川に流してい
ました。また、貴族の少女たちの間では“ひいな遊び”（紫式部の『源氏物語』や、清少納言の『枕草子』
にも記述が見られます）という〔紙などで作ったひいな（人形）と、御殿や身の回りの道具をまねた
玩具で遊ぶ〕今でいう「ままごと遊び」が行われていたそうです。この「上巳の節句」と「ひいな遊
び」の２つが長い歴史を経るうちに、行事と遊びが重なり合って、現在のようなひな祭りになったと
いう説があります。

〔変遷〕
　「上巳の節句」が３月３日に定まったのは、わが国では室町時代（約600年前）頃のことといわれま
すが、室町時代から安土・桃山時代においては、３月３日は祓いの行事の日でした。
　江戸時代に入り、世の中が平和になったことから、華やかなお祭りに変化していったようで、江戸
初期の寛永６（1629）年、京都御所で盛大なひな祭りが催されました。江戸幕府の大奥でもひな祭り
を行うようになり、やがてこの習慣は上流階級から庶民へ、大都市から地方へと大きく広がりました。
　江戸中期には、女の赤ちゃんの誕生を祝う初節句の風習も生まれ、ひな祭りはますます盛んになり
ました。さらに、ひな人形やひな道具の種類も多くなり、かなり贅沢なものが作られるようになり、
幕府は華美なひな人形を禁じる命令を度々出しています。
　なお、元々は５月５日の「端午の節句」とともに男女の区別なく行われていましたが、豪華なひな
人形は女の子に属するものとされ、「端午の節句」は菖

しょう

蒲
ぶ

の節句とも言われることから、尚武（しょうぶ：
武道・武勇を重んじること）にかけて男の子の節句とされるようになったようです。
　明治になると、新政府は従来の節句行事を廃止し、新しく祝祭日を定めました。節句行事は一時衰
えますが、人々の生活に根差した行事は簡単に消えず、現在も民間行事として盛んに行われています。 

Mr. みやかん

江戸時代までは旧暦の３月の節句（上巳、桃の節句）である３月３日（現在の４月頃）
に行われていましたが、明治の改暦以後は新暦の３月３日に行うことが一般的にな
りました。東北・北陸などでは、旧暦３月３日（新暦４月３日）に祝う文化が残る
地域もあるそうです。 
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50年を振り返って（2）
㈲藤英工業　代表取締役
宮城県管工業協同組合
理事　郷　古　孝　雄

Note役員ノート

　役員ノートを書かせて頂いたのは、２年くらい前でしょうか？その時の続きを書かせて頂きたいと
思います。
　前回は、幼いのころの話から、父が癌であることを知ってしまった話まででした。

　病院に向かう車の中、１通の封筒をダッシュボードの上に置いていたのがいけなかった。
　何気なく父が封筒の中身を見てしまい、「ん～俺？癌だったのか？」「ん～そうだね。癌だね！胃潰
瘍では切除しないからね」「お前は、知っていたのか？」「そうね！かーさんと医者の話を聞いて、承
諾して手術をお願いしたから知っていたね。ま～５年何も起きなければ、大丈夫らしいから、定期健
診して観察してもらいましょ！」
　だんまりの父を病院へ送り、診察帰り、「昼飯、うどん食べたいなぁ～。うどん屋さんを探してくれ！」
と父。うどん？団子程度の大きさのおにぎりを食べるのが、やっとなのに？
　テーブルに対面で座り、父を見ると、あんなにがたい

0 0 0

の良かった父が、胃を取るとこんなにも痩せ
てしまうものなのか？と直視していると、そこにうどんがやってきた。箸を割り、躊躇している父。
何をしているのかと見ていると、うどんが吸えるかどうかを試しているようで、何とか一口分吸った
ようであった。そこからがまた大変で、胃が無い分、消化器官の変わりが腸なので、うどんであれ、
そのまま飲み込むことが出来ず、ずっとかみ砕くのであった。「ほれ、うどんも食べられるぞ！」と
自慢げに話す父であったが、二口も食べれば、「もういらない！！食べられないわ」と失礼な父でもあっ
た。本人は、「これからおれは大丈夫だ！」と言いたかったのだと思う。
　しかし、これからが人生の修羅場となってしまうのである。父は、再発することもなく完治したの
である。体調が良くになるにつれて、町内のソフトボール愛好会に復帰し、審判をやりつつ、たまに
ピッチャーとしても参加していた。
　とある日曜日のソフトボールの試合中、近所の人が「郷古さんいますか？」。私と父、「はい！何で
すか？」「家が火事です！急いで戻ってください！！」と言われ、慌てて戻ってみると、既に家は炎
の海で、２階にいた母親は、ベランダから飛び降りて骨折、祖父は飛び出して無事であったが、祖母
は残念ながらこの世を去ってしまった。祖母は、ホットプレートで何かを温めようとして、間違えて
ホットプレートを石油ストーブに乗せてしまい、火事を起こしてしまったようで、何とか消そうとし
て逃げ遅れてしまい、亡くなってしまった。
　その後、建て替え中、祖父の調子が悪くなり、病院で検査を行うと癌と判明。施しようがなく、入
院となってしまった。建物が完成したが、新居に住むことがないまま、祖父はこの世を去った。
　この頃、私は私で色々と問題があり、離婚。
　そんなこんなで、今度は、母親の調子が悪くなり、検査入院となる。しかし、無事に退院となる。
何でもないと聞いていたが、実は、父は病気のことを知っており、我々三兄弟には秘密にしていたの
である。退院した母が、体力を戻すためにジムへ通おうとすると、父が異常に止めるといったような
行動があり、父を問い詰めたところ、大腸癌であることを聞いた。既に手遅れで、ジムに行って体力
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をつけてしまうと、進行が早くなってしまうので、やめさせていたのである。数ヶ月後、母は再入院
した。当然戻ることはなかったが、入院中に再婚をすることが出来た私は、母に妻を会わせることが
出来、最後の最後に親孝行が出来たのかと思っている。
　その後、あの忘れもしない３.11東日本大震災がやってくることになる。誰もが経験をしたことの
ない大地震と津波である。この頃、私は青年部に所属させて頂いており、この時の会長が渡辺会長で、
震災ボランティアとして、沿岸部にてボランティア活動を行った。青年部の力！協力し合う仲間意識！
我々として出来ることは？会長が先頭に立ち進めたのであった。のちに渡辺会長より、偶然、青年部
の会長を引き継ぐことになったのであるが、そんな器の人間でないことは、自分が一番知っている。
諸先輩に教えて頂き、仲間や後輩に協力を貰い、４年間、会長としての責務を終え後輩へと継承する
ことができた。青年部在籍中には、父が肺の炎症により吐血する病気となり、病院でも病名が分から
ず、珍しい病気にかかってしまった。一時的に入院したが、吐血が止まれば、普通の生活が出来る為、
退院して普通の生活をしていたが、この時、既に我々兄弟は病院の先生から余命６ヶ月と言われてい
たのである。吐血するたび近所の病院で止血剤を投与していたが、その６ヶ月が近づくにつれて、段々
と症状が悪化し再入院となり、最後は病院で人生を終えた。

　父は、最期に「人生悔いなし」と話していました。団地、町内、この業界に感謝し、うちの店は、
町の水道屋さんであることを常に頭に入れ感謝を忘れず、義理人情を大切にと教えられてきました。
これまで多くの方に出会い、先輩、同僚、後輩、社員、家族、多くの方々に支えられてきました。こ
れからも少しずつ返しながら、今任されている理事の大役を全う出来るよう精進してまいりたいと思
います。
　そして、コロナウィルスがこのまま終息することを願い、私の半世紀の話を終わりたいと思います。
長々とありがとうございました。
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組 合 の う ご き

11月２日（火）・上下水道委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①令和３年度工事事業の予算と上半期実績（４月～９月分）
　　　　　　　②仙台市指定給水装置工事事業者並びに仙台市公認排水設備工事業者数の推移
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①�４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・上下水道委員会）意見交換会の開催

について
11月８日（月）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”初冬号（創刊500回記念特集号）の発刊について
　　　　　　　②“みやかん”新春号寄稿者の選定について
　　　　　　・第49回仙台市技能功労者表彰式が開催され、組合員渡辺建設工業㈱の大村好浩氏が同

表彰を受賞
11月11日（木）・11月度役員会開催
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④上下水道委員会報告
　　　　　　　⑤令和３年度技能検定実技試験の実施について
　　　　　　　⑥令和３年度技能向上訓練（実技・学科部門講習会）の実施について
　　　　　　　⑦令和３年秋の叙勲・令和３年度仙台市技能功労者表彰受賞者報告
　　　　　　　⑧嘱託員の継続雇用について
　　　　　　　⑨第２・四半期決算報告
　　　　　　　⑩第２・四半期監査報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①仙台市営バスへの広告掲出延長について
　　　　　　　②地震保険への新規加入について
　　　　　　　③職員の補充について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①令和４年新年祝賀会の開催見送りについて
　　　　　　・白石市管工事業協同組合理事長佐藤賢一氏のご母堂佐藤すい子様の葬儀に堀参事参列
11月12日（金）・令和３年度組合親善ボウリング大会に組合員従業員等92名参加
11月17日（水）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田専務理事、武田監事出席
11月19日（金）・建設業法令遵守講習会に千葉総務部次長出席
11月22日（月）・東北配管工事業協同組合令和３年度合同例会及び懇親会に小川理事・扇町本部長出席
11月24日（水）・高等技術専門校再編整備に伴う技能検定試験に関する説明会に藤岡正行会長（㈱アト

マックス）、白戸工事部次長出席
11月26日（金）・2021仙台市下水道フェア第２回実行委員会に井上理事長出席
　　　　　　・令和３年度宮城県建設雇用改善推進大会が開催され、席上、組合員ウエノ設備㈱の山

木常吉氏が第27回みやぎの建設技能グランプリ大賞を受賞
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11月30日（火）・令和３年度宮城県職業能力開発関係表彰式が開催され、席上、技能検定功労者として
福田幸穂社長（㈱加納工業所）が宮城県職業能力開発協会会長表彰を受賞

12月２日（木）・上下水道に関する４者間（仙台市水道局・同建設局・（公財）仙台市水道サービス公社・
宮管上下水道委員会）意見交換会開催

12月６日（月）・令和３年度宮城県建設雇用改善推進対策会議に井上理事長、堀参事出席
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館役員会に菅原・小林両副理事長外出席
12月７日（火）・令和３年度後期技能検定委員等打合せ会に藤岡正行会長（㈱アトマックス）、相澤

十四男会長（㈱相澤設備）、福田幸穂社長（㈱加納工業所）、白戸工事部次長外出席
12月９日（木）・12月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③�上下水道に関する４者間（仙台市水道局・同建設局・（公財）仙台市水道サービス公社・

宮管上下水道委員会）意見交換会について
　　　　　　　④令和３年度親善ボウリング大会報告
　　　　　　　⑤令和３年度年末年始及び寒波時における修繕体制について
　　　　　　　⑥�仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑦顧問税理士の委託契約期間満了に伴う更新について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①年末年始休業について
　　　　　　　②年末一時金の支給について
12月13日（月）・第３回東北地方建設産業社会保険推進・処遇改善連絡協議会に堀参事ＷＥＢ出席
12月15日（水）・宮城県中小企業団体中央会令和３年度第２回理事会に井上理事長出席
　　　　　　・「みやぎ建設産業架け橋サロン」が宮城県白石工業高等学校で開催され、井上設備工

業㈱の井上樹氏と㈱いづみ衛生施設工業の石川昂由氏がコーディネーターとして出席
12月27日（月）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”新春号の発刊について
　　　　　　　②令和４年度の“みやかん”表紙について
12月30日（木）・年末年始休業
　　～
１月４日（火）
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組合員のうごき

○組合員代表者変更

　日新設備 株式会社 仙台支店（№７）	 【令和３年12月２日付】

　　　　　　　　　新　支店長　　　　寺　崎　　　崇
　　　　　　　　　前　取締役支店長　山　家　吉　治

日本鋳鉄管㈱　特約店

株式会社
代表取締役　植　原　文　夫

（本　　　社）〒116-0013 東京都荒川区西日暮里３－６－７　電話 03（5809）0562（代）  FAX03（5809）0563
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山４－１－２　　　電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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理事（役員）会報告

－11月度役員会－　
１．日　　時　　令和３年11月11日（木）15：00 ～ 16：20
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　赤間理事・松岡理事・小野理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事
　　　　　　　　　　　　　相澤理事・大浦理事・服部理事　　　　　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大泉監事・鈴木監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
　　　　　　　　事務局　　堀参事・須藤事務長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務部次長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務部次長より、組合の10月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より、資材と工事の各共同事業について10月度の実績と予算比、及び前年比等が報告され、
一同了承した。

③広報委員会報告
　赤間広報委員長より、11月８日に開催した首題委員会において、機関誌「みやかん」初冬号（創刊
500回記念特集号）の掲載予定記事と新春号に掲載する新年挨拶の寄稿依頼先について報告され、一
同了承した。

④上下水道委員会報告
　郷古上下水道委員長より、11月２日に開催した首題委員会において、令和３年度上半期の工事事業
実績と仙台市指定給水装置工事事業者並びに公認排水設備工事業者数の推移を報告した旨、次いで12
月２日に行う予定の４者間（仙台市水道局・同建設局・（公財）仙台市水道サービス公社・宮管上下水
道委員会）意見交換会の主な内容等について説明され、一同了承した。

⑤令和３年度技能検定実技試験の実施について
⑥令和３年度技能向上訓練（実技・学科部門講習会）の実施について
　白戸工事部次長より、令和４年１月８日（土）～９日（日）と２月２日（水）～３日（木）に予定されてい
る令和３年度技能検定の建築配管実技試験実施計画と、その受検準備講習会を兼ねた技能向上訓練の
実施予定［学科講習１・２級合同／令和４年１月８日（土）～９日（日）、実技講習／１級＝令和４年１
月15日（土）・２級＝１月16日（日）］と収支予算等が説明され、一同了承した。

⑦令和３年秋の叙勲・令和３年度仙台市技能功労者表彰受賞者報告
　千葉総務部次長より、首題の受賞者について次のとおり報告され、一同了承した。
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　　令和３年秋の叙勲（瑞寶単光章）
　　　中村　　稔氏（渡辺建設工業㈱）受章日：令和３年11月３日
　　令和３年度仙台市技能功労者表彰受賞者
　　　大村　好浩氏（渡辺建設工業㈱）表彰式：令和３年11月８日

⑧嘱託員の継続雇用について
　吉田専務理事より、令和３年12月２日で現契約期間が満了となる資材部営業課配属の嘱託員１名に
ついて、従前同様の条件で向こう１年間雇用を延長したい旨が説明され、一同了承した。

⑨第２・四半期決算報告
⑩第２・四半期監査報告
　須藤事務長より、第２・四半期（令和３年４月１日～令和３年９月20日）の決算内容が報告された
後、武田監事より、監査の結果について適正に会計処理されている旨が報告され、一同了承した。

※協議事項
①仙台市営バスへの広告掲出延長について
　須藤事務長より、令和４年１月14日で１年間の現契約が満了する市営バスへの広告掲出について、
向こう１年間従前同様の５台で延長したい旨が提案され、一同了承した。

②地震保険への新規加入について
　須藤事務長より、当組合が新たに地震保険への加入を検討するにあたり、火災保険に地震危険補償
特約を付けた保険商品の内容、保険対象物となる当組合の建物、商品、備品の評価額、損害保険会社
３社の保険料見積額等が説明され、事務局として検討した結果、保険料の見積提示額が最も安価な１
社と契約したい旨が提案された。
　この提案について、保険金額をよく検討した方がいいのではないかとの意見が出されたのに対し、
井上理事長より、保険対象物の評価額の約３割程度を保険金額とした事例が一般的との説明が補足さ
れ、事務局提案のとおり一同了承した。

③職員の補充について
　吉田専務理事より、嘱託員１名より、本人の健康上の理由から今年度末での退職の申し出があり、
受託事業の関係から新たに１名補充採用する必要が生じたこと、そのため去る10月29日に中途採用試
験を行い、その結果、令和３年12月１日付（但し、試用期間３ヶ月）で職員１名を採用したい旨が提
案され、一同了承した。
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※その他
①令和４年新年祝賀会の開催見送りについて
　井上理事長より、新型コロナウイルス感染症が完全に収束していない現状から、組合員の安全を第
一に考え、首題の新年祝賀会は開催を見送りたいこと、ついては前回同様、組合員にお年賀として粗
品を送呈したい旨が提案され、一同了承した。

－12月度理事会－ 
１．日　　時　　令和３年12月９日（木）15：00 ～ 15：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　井上理事長・菅原副理事長・小林副理事長・吉田専務理事
　　　　　　　　　　　　　赤間理事・松岡理事・小野理事・小川理事・渡辺理事・郷古理事
　　　　　　　　　　　　　相澤理事・大浦理事・服部理事　　　　　　　　　　　　　　　計13名
　　　　　　　　事務局　　堀参事・須藤事務長・白戸工事部次長・小島資材部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務部次長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名
４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務部次長より、組合の11月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より、資材と工事の各共同事業について11月度の実績と予算比、及び前年比等が報告され、
一同了承した。

③上下水道に関する４者間（仙台市水道局・同建設局・（公財）仙台市水道サービス公社・宮管上下水
道委員会）意見交換会について
　郷古上下水道委員長より、12月２日に開催した首題意見交換会について、出席者、協議内容、当局
から示された回答等が報告され、組合員へは後日報告書を送付して周知することとし、一同了承した。

④令和３年度親善ボウリング大会報告
　松岡総務・厚生委員長より、11月12日に開催した首題大会の参加者数や費用等について報告され、
一同了承した。　

⑤令和３年度年末年始及び寒波時における修繕体制について
　白戸工事部次長より、令和３年12月29日～令和４年１月３日迄の年末年始期間における首題の配置
体制と寒波時の対応について説明され、一同了承した。

⑥仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　白戸工事部次長より、仙台市指定給水装置工事事業者として令和３年８月から11月末までの間に６
社が新たに指定を受けた一方、５社が指定廃止となったほか、32社が指定効力を失効したため、11月
末現在の指定業者数が566社になったこと、また、仙台市公認排水設備工事業者として令和３年12月
１日付けで新たに１社が承認された一方、４社が承認取消になったため、同日現在の公認業者数が
378社になっていることが報告され、一同了承した。
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⑦顧問税理士の委託契約期間満了に伴う更新について
　須藤事務長より、委託期間が満了する芳賀義春顧問税理士との契約について、従前同様の内容で向
こう２年間の契約更新をしたい旨が提案され、一同了承した。

※その他
①年末年始休業について
　吉田専務理事より、今年度の年末年始休業について、12月30日（木）から翌１月４日（火）迄としたい
旨が説明され、一同了承した。

②年末一時金の支給について
　吉田専務理事より、今春の労使協定に基づき支給する年末一時金について報告され、一同了承した。

○採用　
【令和３年12月１日付】

　中野　秀剛　工事部調整課調整係

職員の人事

中野氏
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大好きな現場

㈲大槻設備工業　代表取締役
宮城県管工業協同組合
上下水道委員　大　槻　博　志 

　謹んで新春をお祝い申し上げます。

　さて、今回原稿を書くことになり、内容について考えた結果、やはり大好きな現場について書こう

と思います。

　宮沢賢治の『雨ニモマケズ　風ニモマケズ』ではないですが、振り返れば、汗と涙が道しるべにな

り、現在に至るわけですが、その道のりの中で、やはり19歳からお世話になった井上設備工業様の当

時の社長様と現理事長様には大変お世話になりました。特に当時、直角定規と言われていたらしい（笑）

現井上理事長の厳しい指導のおかげで今の自分があると思います。本当に感謝しかありません。

　20代後半から自社に戻り、30代になり、ある程度仕事ができるようになり、いつしか「自分が現場

では日本一の職人では？」との自信が確信に変わり（笑）、40代を迎えるのですが、材料の施工性の

向上に伴い、誰が施工しても同じように出来るといった見せ場のない現場になっていくことにがっか

りしたことを覚えています。（会社としては有り難いのですが！）

　それでも、自分の得意とする狭い施工場所での手掘配管であったり、インバート（そのうちなくな

るな！）などは、まだ見せ場なのかと思い現場に出ていました。

　そして、現在50代になり、自社の職人たちの施工精度も上がり、現場に行く機会も減って、寂しい

思いをしています。たまに現場に呼ばれても、誰でも出来る打設立会のようなもので、自分が居ても

居なくてもいいような仕事にばかり呼ばれているような気がしてなりません。

　今後、年をとるにつれ、自分と大好きな現場の関係はどうなっていくのだろうと思う今日この頃で

す。

　最後になりますが、現場に入ればいい仕事をしてオーナー様に喜んで頂き、建築会社様には評価し

て頂いて、次につながるように必死に働いてきたわけですが、自分だけの力でここまできたわけでは

なく、同業者の協力であったり、アドバイスがあって、ここまでこれたのだと強く思います。本当に

感謝申し上げます。

　今年も皆様方のご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

投　稿



− 31 −

健康だより
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国税だより

発行／国税庁
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水道編　６　

☞仙台の上下水道施設「いろはにほへと」

水道施設の構成と配水池

水道施設の構成
　これまで仙台市水道の歴史と幾つかの浄水場について説明してきましたが、ここで、一般的な水道
施設というのはどういう構成になっているのか簡単に触れてみます。
　まず川や湖、ダム湖などの①水源があり、そこに設けられた取水塔などの施設で原水を取り入れ、
②導水施設（管路や隧道など）を通して③浄水場に送ります。浄水場ではこれまで見てきたように原
水に含まれる汚れを取り除き、消毒用の塩素を加えて浄水（水道水）として、④送水管を使って大き
な水槽である⑤配水池へ送ります。
　配水池は、一旦貯水することで毎日の水需要の
時間変動に対する緩衝の役目と、万一の事故によ
り浄水が送られてこない場合にも数時間は給水し
続け断水を避けるという役割を担っています。安
定給水の要です。
　配水池に一旦貯められた水道水は、⑥配水管を
流れ、⑦給水管を通して需要家つまり我々の家庭
や職場に届けられます。仙台市では主な浄水場の
系統でこの一連の流れについて一部を除き自然流
下で行い、圧力を上げる為のポンプの使用を出来
るだけ抑えています。以前に紹介した茂庭浄水場
の電力量の削減実績のように、水を送る為の動力
費を極力低くしているので、大変経済的なシステ
ムといえます。
　自然流下では、水源の水位、浄水場・配水池及び給水先需要家の標高が大変重要になってきます。
各浄水場の配水系統の標高をまとめると〔表〕のようになります。
　水道の蛇口では、水圧が高ければいいというものでもありません。給水管の圧力が高すぎると漏水
の原因となりますし、蛇口の少しの開度で多量の水が流れることで使用水量が多くなってしまいます。
逆に水圧が低いと水の出が悪く、消火用水として問題があるだけでなく、洗濯や風呂の水張りに時間
が掛かりすぎたり、給湯器が作動しなかったりと生活に支障をきたします。基本的には、適正な圧力
を保ち効率的に配水するために、標高の高い地域には標高の高い浄水場から給水するということにな
ります。
　市内にそれぞれの標高で配置されている浄水場から、効率よく給水する為に給水区域を定めていま
すが、その概略は図のようになっています。場所によっては一つの浄水場の水だけが送られてくるわ
けではなく、２ヶ所からの配水を受けているところもあります。
　同じ給水区域内でも坂や崖があり、例えば国見水系では100ｍ以上の標高差がありますが、10ｍの
高低差で約0.1Ｍpaの圧力差が生じるので、区域を小さなブロックに分割することでブロック内に大
きな圧力差が生じないようにし、さらに配水管に設置した圧力調整弁（減圧弁）を使うことで各給水
地点において0.3Ｍpa以上0.6Ｍpa以下の適正な水圧が保たれるように調整しています。

〔表〕
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大年寺山配水所：手前取付通路と奥の林の間に
地下式配水池がある

配水池
　配水池は、配水量の時間変動調整と非常時の貯留機能を持つ安定給水に欠かせない重要な施設です。
市内に53 ヶ所あり、その構造はまちまちです。
（1）　地下式配水池
　近年はほとんど造られなくなりましたが、地下に鉄筋コンクリート造の水槽を設けたものです。仙
台市においても半地下の６ヶ所も含め現在15 ヶ所が現役で稼働していて、代表的なものは、太白区
茂ケ崎にある大年寺山配水所です。
　配水池は６面点検が望ましいのですが、地下式では上面くらいしか点検できません。何槽かに分か
れているので、１槽ずつ空にして内部から点検補
修を行います。通常の維持管理が難しい施設とい
えるのですが、ただ、地震の際には、建築物に起
きる躯体自体の重量の振動による被害は、地下と
いうことでほとんど抑えられ、東日本大震災でも
被害はありませんでした。地震には強い構造です。
　明治の水道創設期には全国的に地下式配水池が
多く、水道事業としては横浜市に次いで日本で２
番目に古い函館市水道では、元町配水場が明治22
（1889）年の建設から130年を経た今も尚、日本最
古の施設としてその役割を果たしています。

パイプインフラ事業部
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（2）　地上式配水池
　周囲からも容易に点検できるのが地上式の配水池です。高い山や丘の上にある平たい円筒形のコン
クリート構造物をよく目にするので、配水池の中では一番馴染みのある構造といえます。
　仙台市では、コンクリートの弱点を克服する技術を用いた円柱形のＰＣ（プレストレストコンクリー
ト）配水池が多いのですが、仙台市で１番歴史のある荒巻配水所では、最近、水道創成期から使い続
けてきたコンクリート製地下式配水池を地上式のステンレス鋼板製配水池に造り変えました。

（3）　高架水槽
　配水区域内に適当な高所が得られない場合に高
架式の配水池を設けます。地上面から塔内すべて
が水槽として充水される場合は「配水塔」、上部
の水槽を架体で支持したものが「高架水槽」です。
　自然流下で安定した圧力の給水を原則としてい
る仙台市では、配水塔は使わず、高架水槽を南中
山、赤坂、大沢の３ヶ所に採用しています。

上原配水所 荒巻配水所

南中山高架水槽
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「未
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未の時（現在の午後２時頃）に降りやんだ雨は、再び降り出す心配はないということ。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。
１　多　寡（　　　　　）
２　懲りず（　　　　　）
３　費える（　　　　　）
４　褒める（　　　　　）
５　砕　く（　　　　　）
　　　　

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　いつしか兄とソエンになった。　　　　　　　　　（　　　　　）
２　まずソゾウの習作をつくる。　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　さすがの彼も意気ソソウ状態だ。　　　　　　　　（　　　　　）
４　ソボの姉である大伯母。　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　ソヤな振る舞いを反省した。　　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１（　　）壮　気　鋭　　　　　２　心　頭（　　）却

※解答は38頁です。
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編集歳時記
（2022年新春号№501）

「温泉宿」

　寒い時は温泉に限る。とは言っても、一泊うん万円の高級旅館には足が向かない。この値段ならあ

の旅館に何回泊まれるとか、考えてしまう。

　私には、バイクでどこかに行く、俗に言うツーリングの趣味がある。年に何回か、青森県南津軽郡

大鰐町にある温泉宿、温泉街から離れた一軒宿「正観湯温泉旅館」に向かう。

　春は弘前の桜、夏はメロンの買い付け、秋は紅葉、冬はさすがにバイクでは無理。ここが旅の拠点

となる宿である。

　自宅から350キロほど走り宿に到着。駐輪場には見覚えのあるバイクがあることも度々ある。宿に

入ると「おかえりなさい」の言葉で出迎えてくれる。今日も無事に帰ってこれたという安堵感、高級

旅館には無い温もりであり、いつもながらホッとする。

　入浴後、部屋でくつろいでいると、程なく夕食の時間である。席に着くと、いつものほぼ宴会。常

連さん、初めて会う方、宿の女将、板長諸々との雑談タイムに突入。普通の温泉宿ではあり得ない夕

食の始まりである。まあこれが楽しみの一つであり、また行きたくなる要因なのですがね。

　夏に宿を訪れた時に、板長さんから「今日は仙台から来てるお客さんがいるよ。ハーレーに乗って

いる人だけど、知ってる？」確かに駐輪場には、仙台ナンバーの一台のハーレーダビットソンがとまっ

ていた。でも、「このバイクは知り合いにはいないよ」と伝える。板長「んだよな」。食事が始まって

数分後、「あれ、○○さん！」「おお！」お互いに驚いた。33年ぶりの再会である。こんなこともある

んですね～、と一同驚きだった。

　見た目は古い、宿の装備やサービスだって高級旅館には及ばない。だけど、温もり、人との繋がり

は、他には無い最高のおもてなしではないかと思っている。

　「おかえりなさい」春が待ち遠しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坪田　映二（坪田工業㈱）
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．たか　　２．こ　　３．つい　　４．ほ　　５．くだ

二．　１．疎遠　　２．塑像　　３．阻喪　　４．祖母　　５．粗野

三．　少壮気鋭（しょうそうきえい）
　　　　若々しく意気込みがある様子。類義語：新進気鋭

　　　心頭滅却（しんとうめっきゃく）
　　　　心の中からすべての雑念を取り払うこと。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•
•

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

編集・発行

本年も誌面の充実に努めて参りますので、ご寄稿と
ご愛読下さいますよう心よりお願い申し上げます。

宮城県管工業協同組合　第45期　広報委員会

委 員 長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　中　鉢　　　丹　（㈱いづみ衛生施設工業　代表取締役会長）
委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）

委　　員　金　来　和　広　（㈱ ユ ー ワ 技 研　代表取締役社長）

委　　員　坪　田　映　二　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　大　友　　　進　（東 水 工 業 ㈱　専 務 取 締 役）

専務理事　吉　田　秀　之
参　　事　堀　　　政　信




